
外国語科（英語）
Ⅰ. 単元（題材）について

Ⅲ. 単元の指導計画（８時間）
時間 ねらい（■），言語活動等（丸数字）

１

２

■単元の目標を確認し、題材のテーマを理解する。
① 国際協力について知っていることを、クラス全体で共有する。
②「国境なき医師団」の紹介動画を視聴し、その内容を確認した上で感想をペアで話し

て伝え合う。
③「これまでの人生で最も難しい決断は何か」について、生徒自身が考えた後、貫戸医師

が「国境なき医師団」に加入するまでの経過を理解する。題材の概要を把握する。

３

６

■題材本文を読んで、国際協力をする上で大切なことを理解する。
①難民キャンプの様子を読み、その過酷な状況や日本との違いについて理解する。
②貫戸医師が救えなかった命にまつわる体験談を読み、難民キャンプ医療の実情を理解

する。

７

８

■本単元で学習したことや、教師から得た情報を参考にして、「貫戸医師が下した決断」
について、自分の考えを表現する。

①「貫戸医師の忘れられない 日」と題して、グループで、英文からどんな会話がなされて
いたかを考えロールプレイをする。

②その後、貫戸医師の下した決断について自分の考えを表現する。

後日 ペーパーテスト及びパフォーマンステスト

日本人ではじめて「国境なき医師団（ ）」に参加した医師の貫戸朋子さんが
難民キャンプで経験したことについてのエッセイ。

Ⅱ. 単元のねらいと評価規準

リテリング活動等を行いながら、題材内容を把握し、貫戸医師が私たちに伝えたい
メッセージを正確に読み取る。そして、「彼女の下した決断」について、自分の考えを
表現する活動を設定し、英語表現力を育成する。

ねらい

評価規準
「読むこと」の評価規準

～本
時

令和３（ ）年度
高等学校における教科指導充実に関する調査研究
～資質・能力の育成を図る授業改善の推進～

問いは意図
～実践編～

～
～

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・本文を読み取るために必要
となる語彙や表現、完了進行
形と強調構文の意味や働き
を理解している。

・国際協力についての文章を読
み取る技能を身に付けている。

自分の考えを表現するため
に、本文を読んで、概要や要
点、詳細を整理して捉えてい
る。

自分の考えを表現するために、
本文を読んで、概要や要点、
詳細を整理して捉えようとして
いる。

「書くこと」の評価規準 ☞



Ⅳ. 授業実践

教師から提示されるトピックについて、ペアで１分程度、英語で自分
の意見等を表現し合う。授業始めの帯活動として毎時実施している。

生徒が題材の概要や要点を適切に捉えられるよう、リテリング活動を実施する。また、
生徒が題材を自分ごととして捉え、思考を深めるために、言語活動としてロールプレイを
設定した。

本時の概要

② 英問英答による内容
理解度確認

③ 音読 １

１

２
１
２

【指導の工夫】
①生徒が英語を使って話したいと思える身近なトピックを提示する。
②生徒が英語で発話することに対する不安を軽減し、また、飽きずに

実践できるように毎時ペアを変えながら実施する。

会話例

授業の流れ

④リテリング

【生徒の声】
・本文で学んだ単語を思い出しながらリテ
リングをすることになり、自然と語彙力が
身に付くと感じています。

・ペアで披露し合うと、パートナーが本文に
載っていない単語・表現で、しかも分かり
やすくリテリングをするので、自分ももっと
上手くやりたい、と刺激になる。

①スモールトーク

生徒がキーワードを書き出す

キーワードや絵を参考に英文を口頭で再構成する活動

【録画の効果】
①生徒は、録画前に英文を読み直すことで、内容理解に加えて、

英語表現の正確性も増した。
②教師は、各生徒の習熟の程度を確認することが容易になった。

⑥表現活動

①スモールトーク

④リテリング

⑤サマリーライティング

生徒が題材（本文）を適確に理解するために、１年次からパートごとにリテリングを
実施している。教師が提示するキーワードの数を段階的に減らし、 年次は、生徒自身
がキーワードを設定している。

発話のリピートを意識
（下線部分）

【活動の効果】
①適度な負荷をかけることで、生徒は自分で成長を実感し、達成感を

得ることにつながる。
②リテリングのためのキーワードを生徒自身が見いだすために、繰り返し

題材（本文）を読むようになり、主体的な読みにつながる。

ここに注目 単元毎に１回、リテリングを１人１台端末で録画し、
形成的評価につなげている。

１年次

段階的にキーワードを減らす

２年次（本時）



⑤サマリーライティング

継続的に実施しているため、英文
を書く量が増えてきている。

【生徒の声】
・自分のリテリングを振り返り悔しさを感じる部分がある一方、要約する力が身に
付いたと感じられるし、英文を書くことに抵抗がなくなってきたと思う。

高等学校学習指導要領（平成３０年告示）では、「発信力の育成」が重視されている。そ
こで、「生徒が英語を使いたいと思う場面」を設定するように意識している。本時における
「問い①、②」のように、生徒が表現内容と英語の語彙等の選択で思考しながら英文を作
り上げる「問い」を各単元に取り入れることで、段階的に「発信力の育成」につなげる。

外国語によるコミュニケーション力を育成のためには、スピーキング力の育成という視点
と合わせて、聞き手の態度を育成することも有効である。そのために発話をリピートすること
を促している。話し手の言葉を「繰り返す」という目的が生じて主体的な聞き手となる。そし
て、話し手は聞き手に聞こえるように話すことを心掛け、相手意識が高まる。

【指導の工夫】
リテリングで単元を締めくくるのではなく、要約を書き出す

ことで、生徒は実際の内容理解度の確認をするとともに英語
表現力の程度を把握できる。教師にとっても、学習状況の把
握（形成的評価）につなげることができる。

＜本時のポイント：「問い」から思考を促す＞

⑥表現活動

【問いの工夫】 ※ロールプレイ時と同じ４人グループ内で意見を交換する。
自分ごと化を促す「問い」である。このような「問い」を、日頃からタイミングを考えて投げかけるよう
にしている。自分のことを話すという点で、授業開始時の帯活動の効果が発揮される場面となっている。

問い①
ｆ Ms. Kanto’s unforgettable day.

問い② ？

これらの活動からパフォーマンステスト（「書くこと」）へ☞次頁参照

リテリングで、「表現したかったが、表現しきれなかっ
た」ことも含めて、本文を読み返したり辞書等を活用
したりしながら、本文内容を要約する。

＜授業で意識していること：聞き手を育成する視点＞

【生徒の記述】

【代表班発表の様子】

【問いの工夫】
本文を読み返しながら、登場人物の言動や行動を振り返るための「問い」である。新たな思考を働か

せることができる。生徒は、会話の作成に苦労していたが、グループ内でよく話合いをしている様子が
見られ、生徒たちの学習意欲を高める言語活動となった。

グループ内の役割 ①貫戸医師 ②看護師 ③少年 ④少年の母親

１人称の語りの題材をもとに、グループで、貫戸医師が決断を下した
時、４人の登場人物が、どのような会話をしたのかを想像して「ロー
ルプレイ（問い①）」を行い、その後、「自分ごと化を促す問い（問い
②）」について自分の考えを表現する。



Ⅵ. 授業者より今後に向けて

Ⅴ. 学習評価の工夫

過去の調査研究との関連

授業時にその題材内容に合わせて「言語活
動」を設定している。その「言語活動」の一環
としてパフォーマンステストがあることで、生徒
は活動を通じてどのような力を身に付けるべ
きかという評価規準を理解しやすくなる。外国
語科における「指導と評価の一体化」の実現
において、大切な視点である。
本時では、表現活動における二つの問いを基
に、右のパフォーマンステストを実施した。

問い Kanto’ｓ

英語表現力の育成を図る、「書くこと」の領域におけるパフォーマンステスト

身近な話題や社会的な話題について、自分自
身の考えや気持ちを述べる文章を書くことが
できる。
※CAN リストに基づき評価規準を設定

言語活動の充実 パフォーマンステスト

リスト（「書くこと」）

生徒の主体的で深い読みの実現を目指しています。生徒が英文
（題材）を読み、何となく内容が分かって終わりではなく、題材を読む
ことを通して、なぜ、どうして、という視点を常にもってもらいたいです。
さらに、「自分であればどうするか」「自分に何ができるか」を意識して、
題材を深く読もうとする姿勢をもってほしいと思います。題材を読んで、
感じ取ったことを自分ごととして捉え、それを言葉にして伝え、相手に
伝わる喜びを生徒自身が味わえる授業づくりをこれからも続けていき
たいです。

評価の基準

【生徒の解答】

栃木県総合教育センター
令和 （ ）年３月 発行

〒 栃木県宇都宮市瓦谷町
℡ 研究調査部

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

理由と根拠を明確にしながら
一貫性のある文章を書いてい
る。

理由と根拠を明確にしながら
一貫性のある文章を書こうとし
ている。

ｂ
理由と根拠を明確にしながら
文章を書いている。

理由と根拠を明確にしながら
文章を書こうとしている。

「ｂ」を満たしていない。 「ｂ」を満たしていない。

深 い 学 び の 鍵 と な る
「見方・考え方」について
まとめました。
令和２（ ）年３月発行

授業改善のポイントとして、
教師からの「問いの工夫」
に焦点を当てました。
令和 （ ）年３月発行


